18　物語　緑弥生　噂に違わぬ美女への想い　着眼点　読解②
　幼い時に両親を失った緑姫君は、従姉の弥生姫君に支えられながら三条の屋敷で一緒に暮らしていた。
かくて、むつまじく㋐語らひ給ふほどに、弥生姫君御年十七、緑姫君十六になり給ふ。四位の少将殿御年十九になり給ふが、緑姫君美人にておはするを聞かせⓐおはしまして、①「いかなるたよりにも見初めばや」とおぼしめして心に懸け給ふほどに、㋑頃しも弥生半ばのことなるに、春の名残を惜しみて、琵琶、琴を弾き、弥生姫君もろともに遊び戯れ給ふところへ、少将殿、いろいろ珍しき桜を一枝手折りて、三条へおはしまして、几帳を押しのけ、「いかに弥生姫君、いらせ給ふか。春の名残も残りなくなりⓑ候へば、珍しき花を一枝折りて見せ参らせむためにて候ふ。眺めさせ給へ」とⓒ申させ給へば、弥生姫君②うち笑みて、「嬉しくおぼしめし寄らせ給ひたる御心ざしのほどかな。みづからに御心ざしか」とて、
　Ａ　桜花春の名残の夢なれば今日眺むると風に知らすな

「このたびは、緑姫君」と責め給へば、

　Ｂ　数ならぬ我も見よとや桜花知らずは春を惜しまざらまし

かやうにⓓのたまへば、御姿美しく限りなし。
語注

四位の少将殿＝弥生姫君の兄。

弥生半ばのことなるに＝弥生姫君の生まれ月が弥生であったことを指す。

三条＝緑姫君の屋敷があるところ。

問一　下段「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。
少将は、［　　　　］であるという［　　　　　　］に［　　　］を奪われ、会いたく思っていた。晩春の頃、管弦の［　　　　］をする弥生姫君と緑姫君のもとへ［　　　］を手折って会いに行った少将に、二人は歌を詠んで応対し、ともに［　　　　　　　　］を惜しんだ。
問二　波線部ア・イの意味を答えよ（㋐は終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐［　　　　　　　　　　］㋑［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ａ～ｄの敬語について、敬意の対象を選べ。　〈1点×4〉

ア　弥生姫君　　イ　緑姫君　　ウ　少将

ⓐ［　］ⓑ［　］ⓒ［　］ⓓ［　］
問四　 傍線部①について、

(1)　現代語訳せよ。　〈4点〉
(2)　このように考えた少将が起こした行動を、四十字以内で答えよ。　〈15点〉
問五　傍線部②の弥生姫君の説明として、最も適当なものを選べ。　〈6点〉

ア　兄が久しぶりに訪ねてきたことの嬉しさに、顔がほころんでいる。

イ　緑姫君との約束で来たことを隠そうとする兄をからかっている。

ウ　緑姫君に会いにきた兄の本心を見抜いて、面白がっている。

エ　つらい境遇である緑姫君を気遣う兄の優しさに感謝している。

オ　兄から贈られたすばらしい花を目にして、満足感をおぼえている。

問六　 和歌Ｂについて、

(1)　「知らずは春を惜しまざらまし」を現代語訳せよ。　〈5点〉
(2)　和歌に込められた思いの説明として、最も適当なものを選べ。　〈8点〉
ア　今が盛りの我が美貌が、ちょうどはかなく散っていく桜の花のように衰えていってしまうことへの嘆き。

イ　季節が感じられないほど虚ろな心でいる自分でも、少将を励ますことができるのだという喜び。

ウ　春が過ぎることに何の感慨もなく、その華やかさを疎ましくさえ感じてしまうことに対する自嘲。

エ　少将が言い寄りさえしなければ、自分は穏やかな生活を保つことができただろうにという恨み。

オ　素直に春を楽しむ心を忘れていた自分に、美しい春の名残を留める花を見せてくれた少将に対する感謝。
【解答】
問一　少将は、［美人］であるという［緑姫君］に［心］を奪われ、会いたく思っていた。晩春の頃、管弦の［遊び］をする弥生姫君と緑姫君のもとへ［桜］を手折って会いに行った少将に、二人は歌を詠んで応対し、ともに［春の名残］を惜しんだ。
問二　㋐＝親しく交わる　㋑＝ちょうどの頃合い　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝ウ　ⓑ＝ア　ⓒ＝ア　ⓓ＝イ　〈1点×4〉
問四　(1)＝どのような機会でも一度会いたいものだ。　〈4点〉
(2)＝妹の弥生姫君に桜の枝を持って行くことを口実にして、緑姫君のもとへ出向いた。（37字）　〈15点〉
問五　ウ　〈6点〉

問六　(1)＝この花を知らないならば、行く春を惜しまなかっただろうに　〈5点〉
(2)＝オ　〈8点〉
【補充問題】

問１　①「むつまじく」（１行目）、②「おぼしめし」（３行目）の意味を答えよ（終止形でよい）。

問２　本文の内容と合致するものを一つ選べ。

ア　緑姫君と弥生姫君は強い友情で結ばれており、歳が近いことからも話しやすく、互いに何でも打ち明けて仲良く暮らしている。

イ　少将は来るなり几帳を押しのけるなどやや不躾(ぶしつけ)で厚かましいところがあるが、それも二人の姫君との気安い間柄ゆえのことである。

ウ　少将は妹である弥生姫君のことばかりを常に気にかけており、風流なものを見つけては弥生姫君のもとへ通っている。

エ　少将は風流な遊びを好んでいて、弥生姫君に琵琶や琴を弾かせ、その音色を楽しみ桜の花を眺めて過ぎゆく春を惜しんでいる。

オ　緑姫君は初めて会う少将に対して、自らを謙遜しつつも勧めに従って和歌を返すなどし、ともに春のひとときを楽しんでいる。

【補充問題解答】

問１　①仲が良い　②お思いになる
問２　オ
